TOYOTOMI 


加熱超音波式 
八イブリツド加湿器 


型式 THV-A40 

ティーエッチブイ エー 


取扱説明書 

<保証書(裏表紙）> 


このたびはトヨトミ八イブリツド加湿 
器をお買いあげいたださまして、まこ 
とにありがとラございました。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよく 
お読みのラえ、正しくご使用くだをい。 
お読みになった後は、大切に保管して 
いただを、取扱いのわか5ないとをや、 
不具合が生じたとさお役立てください。 
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安全のために必ずお巧 0 < だをい 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損書を未然にお止するため、おずお守りいただくことを、 
なのよラに説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとをに生じる盾害や損害の程度を、：欠の表示で区分し、説明し 
ていまず。 


么警告 （ WARNIN G) SSS 諸 S 場 I 脂び死なた画を負ぅ 

A みち fr ^ A I I — 广 101 VI 、 取扱いを誤った場合、使用者び傷害を負う危険が想定 
_/エ,ち"、、レー uiiuixiy — される場台および物的損害 のみの 発生が想定される場合。 

★ lA 注意」 の欄に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性びありまず。 

いずれちち全に関ずる重要な内容を記載していますので、必ず守ってくだごい。 

女説明文中の H お願い] 事項は、本機を誤りなく使巧していただくためのミま意事項び記載してありますの 
で、お守りくださし、。 


本文中や本かに使われている図記号の意嘛ま、次のとおりです。 


&禁止^か肖襟止^ 


水めれ禁止 




電源プラグ 
をあく 



告 （ WARNING) 


★修理•分辭•改造はしない。 

参火災-感電の原因になります。 

修理はお買上げの販売店または「トヨト S お客様相談窓□」へご連絡 
<ださい。 


★本体を水につけない、水をかけない、直接水を入れない。 

♦エアーフィルター-コネクタ差込□(インレット）-フードか5水び 
回りこんで义災-感電 • ショートの原因になります。 


★電源 コー ドを傷つけない。 

♦加工したり束ねたりしない、引っ張5ない、上に物をのせない< 
破損して、义災•感電の原因になります。 


★幼巧の手の届く所で使わない。 

参感電-やけど-部品を誤飲する原因になります。 


★濡れた手で電源プラグを抜差ししない。 
参感電の原因になります。 


★本体の部のお手入れに下記の巧ミき剤を使用しない。 

♦稳素系-酸性-アルカ1」性-加湿器用洗浄剤（クエン酸等） 

本体内部に洗ミき剤び残り、有毒ガス発生や水漏れの原因になります。 


★霧炊出口、吸気口（エアフィルター）に異物を入れない。 

♦感電.やけどの原因になります。 




〇 


分解禁止 








水めれ禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 

獲) 

めれ手禁止 


齡〇 

« な I 卜 






告 （ WARNING) 


★電源プラグは根元まで確実に差込む。 

•電源コードや電源プラグが異常に発熱し溶けたり変形して感電 
ショート-発乂の原因になります。 

傷んだプラグ-ゆるんだコンセントは使わないでください。 

女お手入れは 電源 プラグを巧いてからおこなラ。 

参感電の原因になります。 


★定期的に電源プラグ-コネクタ差込□(インレット)のほこりを取る。 

♦ほこりがたまると、湿気などで絶織不良となり、火災の原因になり 
ます。 

★排水するときは、トップパネル、タンク、フードをはずし、操作部- 
表示部(ランプ)側を必ず上にして排水する。 

•手順と排水方向を誤ると、水が回りこんで乂災■感電■ショートの 
原因になります。 

★異常時（水 漏れ、 コゲくさい臭いなど）は運鼠を停止して電源プラグを巧く。 

♦異常のまま運転を続けると乂災.感電の原因になります。 

運藍を停止して、お買上げの販売店または「トヨトミお客様相談窓 
□-寶」へご連絡ください。 


★AC100V、 定格 15AL ソ上のコンセントを単独で使巧ずる。 

• AC 10日が、または他の器具と併用すると火災-感電の原因に 
なります。 


★一般家庭の居室];I外で使わない。 


重就邸巧飾 








感電-乂災のおそれびあります。 

また、食品 • 動植物 • 楽器 • 美術品等の保存などの特殊用途に使用しま 
すと、加湿器自体な5びにこれ5の品物の品寶低下の原因になります。 


〇 

確認に差込む 

板< _ 

〇 

ほこ0を取る 

〇 

排水ち向か5 

巧く 


〇 

AW 國上 


0 


A 注意 （ caution) 


★不安定な場所に置かない。 

♦転倒するとけびや故障の原因になります。 


★落としたタンク-本化を使わない。 

•そのまま使ラと破損箇所から水漏れしてショート-感電-発火の 
原因にな0ます。 

お買上げの販売店または r トヨト S お客様相談窓□」へご連總< ださい。 


★暖房機•テレビなどの電化製品や、熱に弱いテーブルや棚などの上に置かない。 

•転倒ずると感電-ショートの原因になりまず。また本体底面の熱に 
よりテーブルや棚自体をしくは表面の塗装（ニスやラッカーなど） 

の変形-変色の原因になります。 






★電源 プラグを持って巧く。 

♦コードををって抜<とお線が破損してショート 
になりまず。 


発义の原因 



0 

使用禁止 


0 

設置禁止 

〇 








注意 （ CAUTION) 


★タンクのかは毎曰新しい水道水と入れかえ、本化内部は常に清潔を 
保つよラ定期的に掃除する。 

•掃除せずにお使いになると、ミちれや水あかにより、カビや雑菌が繁 
殖し悪臭の原因になります。まれに体質によっては、過觀に反応し、 
健康によくないことがありまず。 

この場合は医師に相談してくださし、。 


〇 

指示 

★使用中や使用直後は、持ち運んだり、お手入れをしない。 

•やけどの原因になります。 


§ 

★水は必ずか道水を使用し、巧れた水やお 漏、 洗剤などは入れない。 

水に葉品-香料-精油などを入れない。 

•健康を喜することや、器具の故障や変形の原因になります。 


0 

禁止 

★タンク内にア□マオイルを入れない。 

•タンクび変お、破損して水漏れしたり、器具の故障の原因になりま 
す。 


§ 

★電源プラグは、ほこりやミちれが付着していないか確認し、根元まで 
確実に差し込む。 

•ほこりや巧れび付着したり、ガタつをで接続が不完全な場含は異常に 
発熱し電源プラグげ溶けたり変形して感電や火災の原因になります。 

ly ~ ' 

〇 

指示 

★電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの善し込みがゆる 
いとをは使用しない。 

,♦電源コードや電源プラグが異常に発熱し溶けた0変おして感電- 
ショート-発火の原因になります。 


0 

禁止 

★電源コードを傷付けたり、破損したり、力日王したり、無理に曲げた 
り、引っ張ったり、ねじったり、束ねたりしない。 

•電源コードび破損する原因になります。傷んだまま使用すると火災 
-感電の原因とな0ます。 


§ 


★タンクやフードや吹出口をはずしたまま、電源を入れない。 

♦水げ飛び散ったり、水柱に手を触れると痛みを感じたりして危険でず。 

★水がないままや、ホ黄転、逆さにしたままで電源を入れない。また、 
電源を入れたまま横転や水を捨てない。 

•振動テびこわれ、故障の原因になります。 _ 

★列出ずるとき、使用しないとき、保管ずるときは、化ず電源プラグ 
をコンセントか5巧く。 

♦けがややけど、絶縁劣化による感電-漏電火災の原因になりまず。 

★給水は、必ずタンクに給水する。水そう部に直接給かしない。 

•送風□等に水滴び入ったりして、漏電-感電のおそれびあります。 


★水を補給ずるためにタンクをはずすときは、がず r 電源スイッチ」を 
「 OFF 」 にずる。 

•送風□に水滴び入ったりして、故障の原因になります。 




0 

禁止 

1 

0 

禁止 

〇 





使用上のご注意とお願い 


★直射曰巧のあたるところや暖房器具の近くに置かない。 

♦変形-変質や故障の原因になりまず。 


★本体の上に物をのせたり、乗ったりしない。 

♦転倒による本体の破損-故障の原因になります。 


★本体をさかさまにしない。 

•故障の原因になります。 


★吸込□(エアフィルター）■の出□をふさがず、室内の空気がよく循環する場所に 
置く。 

♦性能低下や故障の原因になります。 


★移動ずるとをは、傾けたり、ゆずったりしない。 

•水がこぼれまず。 

参かそラ内の水量び増えすぎて、加湿しにくくなります。 


★凍結に気をつける。 

♦凍結したまま使ラと、故障の原因になります。 

凍結のおそれのあるときは、タンクの水を捨ててください。 


★窓やをたい壁からは、できるだけ離して風通しの良い場所に 置く。 

♦窓や冷たい壁に鬻がかかりますと、水滴となって窓や壁、床につくことびあり、カビなどが発生ず 
ることがあります。風通しの良い場所で使用してください。 


★加湿された風を直接家具-電気製品•壁-カーテンなどに当てない。 

♦家具や壁にシ焦げ付いたり、故障-変形の原因になります。 


ア□マオイルについて 


ア□マポット(外(の出口をはめ込む本体側を含む)にア□マオイルび付着ずる \ \ 

と、変を-変おまたは固着のおそれがあります。付着した場合はされいななな \伊 

どで T 寧に拭き取ってください。 （ア□マポットにまだア□マオイルが入って 
いる時はア□マキャップを閉めてから作業してください。） C 

本体内部までア□マオイルが入ったおそれがある時は、本体內部の水道水を捨 — 

てて、タンクキャップや本が内部の振動デとかそう部を洗浄してください。 / 乂夸 

( P 11 日常の点検.手入れ P 13 保管のしかた 参照） 气て^'巧// 

また、タンク内には絶对にア□マオイルを入れないでください。 

タンクの変おや破損して水漏れしたり、器具の故障の原因になります。 


炎色反応について 


ガス器具の近くでご使用になりますと、ガスの炎(通萬は青色）びだいだい色に 
なることがあ0ます。これは水中に溶けているカルシウムなどび加熱される 
とさに特有の光を発する現象なのでむ配ありません。 


白い粉について 


お使いになる水によっては、水中に溶解しているカルシウムなどび白い粉と 
なって、テレビや家具などに付着することがおります。 

付着したときは、やわらかい布などで早めにふきとってください。 












設置場所について 


設置場所の碁準寸法のめやず 


1.5 mL ソ上 



こんな場戸斤には設置しない 



じゅうたん•電気カーぺット•ふとんなどの上 

毛足が長いじゅラたんの上や、ふとんの上な 
どに置くと、吸気□がふさがれて霧の出かた 
が悪くなります。また、内部温度が上昇して 
水があ&れたり、安を装置び誤作動すること 
びあります。 


•図のように、周囲との距離を充分にとる。 

(同じ部屋で加湿器を2台！; LL 使用する場合は、 
間隔を日.目 m 政上離す。） 

•テレビ-才ーデイオ等の A V 、パソコン機器か5 
3 mlU 上離し、できるだけ別のコンセントを使用 
する。 

電波の弱い地域では、映傲の乱れや雑音び出るこ 
とがあ0まず。 


窓や冷たい壁か5は、でさるだけ離して風通しの 
良い場所で使用ずる 

窓や冷たい壁に霧びかかりまずと、水滴となって 
窓や壁、床につくことがあり、カビなどが発生す 
ることびあります。風通しの良い場所で使用して 
<ださい。 


直射日光があたる場所、暖房機の上や近く、温風 
か’あたるところ 

変形•変色したり、センサーび誤作動することび 
ありまず。また、タンクの圧力び上がり、霧の出 
かたげかなくなることびありまず。 


窺が家具•壁.カーテン*天井-電気製品などに 
直接あたるところ 

故障したり、家具などにしみび付いたり、変形の 
原因になりまず。_ 


電磁調理器やスピーカーの近くなど、磁気のをい 
ところ 

正常に動作しない場をびあります。 

^ _ _ _ 


傾斜のあるところや不を定な場所 

本体が傾くと、加湿量び変化したり、給水ランプ 
び点滅することがあ0ます。 

'S ___ 
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各部のなまえ 





巧ルザ ー r 


エアフィルター 電源プラグ 



コネクタ差込 □ 
(インレット） 


① 

トップパネル 

⑥ 

パッキン 

② 

欧出 □ 

⑩ 

タンクキャップ 

③ 

フード 

⑨ 

本体 

④ 

タンクとつ手 

⑨ 

振動テ 














使用前の準備 


1. タンク巧の洗浄をしまず。 


A 注意 

給水は、必ずタンクに給水する。水そう部に直接給水しない。 

送風□に水滴が入つたりして、漏電.感電のおそれがありまず。 

0 



禁止 


①トツプパネルと吹出□をはずします。 


-お願い- 

ァ□マキヤップを閉めて吹出□をはずしてか5タンクをとりだしてください。 

開けたまま作業すると、オイルびこぼれ、変色-変形する原因になることびあります。 


③タンクを取り出しまず。 

③タンクキャップを左「〇」に回して取りはずしまず。 
您給水のつど、タンク内を次の順序で洗ってくだごい。 

(1) タンクに水道水をタンクの約 ] / 2程度入れて 
ください。 

(2) タンクキャップをち「〇」へ回して、しっかり 
締め、ふ0洗いしてタンク内の汚れを取り除さ、 
水を捨ててください。 

-お願い- 


洗剤は使用しないで<ださい。霧の量びかな<なります。 


2. 水道水をタンクに入れてください。 



A ♦ 、 -r*r 

水は必ず水道水を使用し、ミちれた水やお湯、洗劑、ミネラルウォー イ — V 
夕一、井戸水などは入れない。 (X ) 
水に藥品-香料-精油などを入れない。 

健康を害ずることや、器具の故蜡や変形の原因になります。 禁止 

タンクはゆっくりと入れてください。 イ 

誤って落とすよラな入れ方をしまずと、タンクに水があるのに給水 (X 1 

ランプが点なすることがありまず。このようなと巧は、運転スイッ 
チを r 切」にして再び r 入」にしてください。 禁止 

/ i\}±m 

★水を補給ずるためにタンクをはずずときは、必ず r 電源スイッチ」 

を roFF 」 にする。 ■■ 

♦送風□に水滴が入ったりして、故障の原因になります。 ス y 

指示 


お願い 


•タンクに水を入れるとき、持ち運ぶときなどに、誤ってタンクを落としたりすると破損します。 
充分にを意してお取り扱いくださし、。 

•給水のとき、タンクの給水口に水道の蛇□を直接差し込んで給水することはおやめください。 
タンクび破損することびあります。 


①トップパネルと吹出□をはずし、タンクを取り出します。 

③タンクキャップを左「〇」に回して取りはずし、水道水を入れます。 

③タンクキャップをち「〇」に回して、しっかり締め、タンクを本体にセットしてくださし、。 
その後、トップパネルと峽出口を元通りセツトしてください。 


お願い 


タンクを本体からはずしたまま、放置しないでください。暖房器具の熱や直射日光で温度が上がる 
と、タンク内の空気がふくらみ、タンクび変形することびあります。 

タンクキャップは確実に締めてください。タンクキャッフを斜めに締めたり、ゆるんでいたりずる 
と、水がタンクから簡単にこぼれて、お部屋をミちしたり、製品にかかって、感電やショートなどの 
おそれびあります。 
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3 .本体背面のコネクタ差込 □ (インレツ 
卜）に附属部品の電源コードのコネク 
夕を差し込み、電源プラグをコンセン 
卜に差し达みまず。 

•電源プラグを交流100 V 定格1日 Ai ； (上の専用コン 
セントに差し込んでください。 



電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、ガタつをのない 
ように巧の根元まで確実に差し込む。 

ほこりが付着したり、接続び不完全な場合は、異甫に発熱し電源プ 
ラグが溶けたり変おして感電や乂災の原因になります。 


0 

禁止 



表示部•操作部の見方 


現在湿度 


給水ランプ 


現在湿度設定湿度 


る湿0 〇連続 




運転スイ 


湿度モニター(%表示で目までず)の見方 タンクの水がなくなつたとき 


[例]現在湿度如％の場合 

甜の緑ランプが 「点灯」 しまず。 

•湿度び40%1；|下になると、「乾燥」の植ランプ 
び r 点な」します。 

♦湿度び郎％け上になると、「を湿」の檔ランプ 
が r 就了ルます。 

♦湿度 モニターは目 まにしてください。 

(湿度計の表示と差び出ることびあります） 
同じ室内でち温度差や気流などのため、場所 
や高さによって湿度が違う場合があります。 
また、湿度を感知するセンサーはエアフィル 
ターの 奥にありまず。加湿の露がセンサー部 
付近におりてさていると、正確な湿度を表示 
で去ません。その時は、吹出□の方向を調節 
して < ださい。 


r ピ ー 、ピー、ピ ー 、ピ ー J と4回報知音が 

鳴り、給水ランプ啸)び r 点滅」 します。 
♦運転は自動的に 「停止」 し、 r 給水ランプ」 
を除さずベてのランプが r 消な J します。 
•続けてお使いになる場合は 
タンクに水を給水し、運転スイッチを] 
度押しランプを全消灯にした後、もラー 
度運転スイッチを押ずと運転が再開され 
ます。 


8 



























使いかた 


[操作部] 


[表示部] 




1運転スイッチ (§) を押ず 

♦r 現在湿度」、 r 設定湿度」 の各ランプが r 点灼 "j し 
ます。 

•初めて加湿器をお使いになる場合や、電源コー 
ドを披いて再度差し込んだ場を、設定湿度は孤 
を表示しまず。 

♦運乾時、本体の電気部品から「カチッ」といラ音 
がしますが異常ではありません。 

♦運転スイッチを押したすぐ後は水温程度の露が 
出ます。 

2設定©を巧し、お好みの湿度を設定する 

•ぉを©を巧し、設定湿度ランプ(緑)を移動させ 
ます。 

• r 連続」 にすると湿度に関係なく加湿します。 


—カロ湿里 I し -) し • C - 

★湿度モニターの現在湿度より設定湿度のちび高いと r 強 J 加湿運転をおこないます。 

(例：「現在湿度-孤％」「設定湿度-6日％」の時） 

★湿度モニターの現在湿度より設定湿度のちが低い状態びしば5く続くと加湿しません。 

(例： r 現在湿度-郎％」「設定湿度-加％」の時） 

★湿度モニターの現在湿度と設定湿度び同じ時は r 弱」加湿運転と r 停止」で設定湿度を維持しまず。 

女設定湿度び r 運続」の時は、湿度モニターの現在湿度び「多湿」の時は r 弱」加湿運転をおこない、その 
他の時は r 強」加湿運転をおこないまず。 

' -ごま意一 — 

「連続」運転時は、お部屋の湿度に関係なく加湿し続けますので、結露などに充分ごミ主意ください。 
床などを霜5すおそれがありまず。 


3タイマー運転を使巧ずる 

参このタイマーは設定時間び経過ずると自動的に運乾を停止する r 切」 タイマーでず。 

• 4時間設定をおこないまずと、2、4の緑ランプび r 点な J し、,> 2時間が経過すると4の綠ランプび 
r 消む」 し、さ5に2時間が経過すると2の緑ランプも r 消 抑して、自動停止します。 

•タイマー運転をおこなラ場合はタンクの残り水量を確認してください。水がかないとタイマー運転 
で停止する前に、運転び停止してしまいます。 


4運乾を停止ずる 

•運転スイッチを巧し 「切」 にします。 

全てのランプび r 消打」 して運転を停止します。 

♦運転げ停止してを本体を冷却するために約]分間送風しまず。 

♦長期間使用しない場合は送風停止を確認後、電源プラグをコンセントからおいておいてください。 


を知らせ I 

•ボタンを押すたびにランプと報知音で運転の状態をお知らせします。 

♦運乾停止禮再び運転をするとタイマーし U がは停止前の設定が態で運転を始めます。 
(電源プラグを振 < と記憶は消えます） 


•水温や室温がおいと去などは運転始めの讓の出かたび少ないとさびあります。 

そのまま20〜3日分運転ずると徐々に多くなりまず。 

♦ r 弱」加湿運転の時は、使用環境(周囲の明るさ、背景の色、室温など）によって、霧が見えにくいことび 


あります。 


jm 






5 かがなくなった5、タンクにかを補給しまず 

♦水げなくなってきますと、フ□ー トスイッチが働いて、吹出口か5霧が出なくなります。 

運転スイッチを r 切」 にしてか日7ぺージ r 使用前の準備 2劇を参照して、タンクに水を補給してく 
ださし、。 


ア□マポットの使いかた(ア□マ運転) 


①ア□マキヤップを開けます。 

感ア□マオイルを付属のスポイトで吸い上げ、ア□マポットの中に入れます。 

-お願い- 


ア□マキヤップ 


ア□マオイルは、ア□マポットの半分までを目安に入れてください。 
それ政上入れるとこぼれるおそれびあります。また、 ア□マポット L ソが 

(吹出口をはめ込む本体側を含む）にア□マオイルが付着した時は、をれ 
いにがを取ってください。変色•密おまたは固着の原因になることがあ 
りまず。 （アロマポットにまだア□マオイルが入っている時はア□マキ 
ャップを閉めてから作業してください。） 

本体内部までア□マオイルが入ったおそれがある時は、本体の部の水道 
水を捨てて、タンクキャップや本体內部の振動子と水そラ部を洗浄して 
ください。 （ P 11 曰常の点検•手入れ P 13 保管のしかた 参照） 

また、タンク內には絶対にア□マオイルを入れないでください。 
タンクの変おや破損して水漏れしたり、器具の故障の原因になります。 



感ア□マキヤップを開けたまま加湿器を運転しまず。 

ア□マ運転をしない時(通常運乾)にはア□マキヤップを閉じて < ださい。 

♦移動するとをは… 

ア□マキヤップを （「パチン」と音がずるまで） 閉めてか5移動させてください。 

開けたまま移動ずると、オイルびこぼれ、変色、変形ずる原因になることがあ0まず。 

♦ア□マオイルについて… 

付属のア□マオイルがな<なりました5、市販されているア□マオイルをお使いください。 
•アロマオイルの香りをかえるときは… 

吹出口を取0はずし、食器用洗剤で洗って<ださい。 

そのあと洗剤び残らないよラに水でよ<すすいで<ださい。 


除菌フィルターの交換方法 


す。 


>除菌フィルターの交換 
のめやすは約2年です。 

(使用が況、使用環境に 
より異なります。） 





曰苗の点巧-手入れ 


A 警告 

修理技術ち LU 外の人は、絶対に分解したり修理.改造はしない。 

発乂したり、異常動作してけがをすることがあります。 

分辭禁止 

•お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセントか5抜く。 

•本体ごとかの中につけたり、本体を水洗いしたり、スイッチ部に 

を 



水をかけたりしないでください。 


ショート-感電のおそれがあります。 

巧< 


★必ず 運 乾を停止し、 電源 プラグをコンセントから巧を、本体が巧分冷えてか5おこなってください。 

♦床などをめらさないよラにタオル、雑巾などを巧意してください。 

♦洗剤を使ラときは薄めた台所用中性洗剤をお使いください。アルコール、ベンジン、シンナー、ミガキ 
粉、塩素系-酸性-アルカ1」就剤、加湿器用洗剤(クエン酸)などは使わないでください。 

本体に傷び付いたり、変色や変おすることびあります。 


トップノはル、本体外側 （ 1箇月に1回程廚 


城るま湯か、薄祖た台所用中性洗剤を這した柔らかい巧 
を、固くしぼって巧れをふき取り、からぶきをしてくだ 
さい。 

ア□マポットの掃除 （1 週間に1回程度） 

耿出□を取りはずし、食器用洗剤で洗ってください。そ 
のあと洗剤び残5ないよラに水でよくすすいで<ださい。 


タンク内（毎日） 

水を入れてキ 
ャップを締め、 

振り洗いをす 
る。 

(2 〜3回） 

(7 ページ 使 

用前の準偏 ^ 

1項参照） 



、 ノ、 ノ 

广 

エアフィルタ ー（1 週間に1回程度） 

- - 


1. エアフィルター下部の巧に指を入れ、外側にゆ 
っくり引いてはずします。 

2. 付着したほこりを取0除をます。 

3. エアつィルターの上にあるつめ （ 2本)を本体内 
に差し込んでからふたを閉めるよラにして取り 
付けます。 

•ミちれが落ちにくいとをは、水洗いをしてよく乾 
かしてか5取り付けてください。 

♦エアフィルターの掃除の際に除菌フィルターびミちれていないか、劣化していないかを確認してくだ 
さい。目安としては2年ほどで交換してください。（寿命は使用状況や環境で異なります。） 



[お願い I エアフィルターは必ず取り付けてください。本体内部にほこりびたまり、故障の原因になります。 


振動子、水そラ部の中 （ 1箇月に1回程度) 


トップパネル、タンク、フードを取り出し、柔かい布でふい 
てください。特に振動子の表面を傷つけると故障の原因 
となりますので、タワシや固いスポンジや金属性のブラシ 
などでこす5ないで < ださい。水そラ部の内部のよごれが 
気になるとさは綿棒などを用いて掃除をしてください。 

お願い 


•洗剤で洗ラと露の出かたがかなくなりますのでお 
やめ < ださい。 









修理を依おされる前に 


次の表に従ってお調べいたださ、必ず電源プラグとコネクタをおいてから、お買上げの販売店または別紙 


の お客様相談窓口 一覧 

] にご連絡ください。 

症 状 

調べるところ 

直しかた 

運転しない。 

電源プラグびコンセントにしっか0差し 
込まれていますか。 

電源プラグを確実にコンセントに差し 
込んで < ださい。 

コネクタびコネクタ差込 □ (インレット） 
にしっかり差し込まれていまずか。 

コネクタを確実にコネクタ差込 □ (イン 
レット）に差し込んでください。 

給水ランプび点滅していませんか。 

タンクに水を入れてください。 

送風は出ているび霧が 
出てこない。 

設定湿度び現在湿度の表示値よりわお 
くなっていませんか。 

自動運転は加湿のしずざを防ぐために 
加湿を停止していることがあります。 

露の出かたがかない。 

水に洗剤や油や薬品などが混入してい 
ませんか。 

タンクと本体巧の水を捨て、すすいで 
か5をれいな水を入れてください。 

本体を移動したとをなどに、水が水そラ 
内にた < さん入っていませんか。 

一度本体内の水を捨て、タンクをセット 
しなおして < ださし、。 

送風が止まらない。 


運転を停止してを、本体を冷却するた 
めに約1分間送風します。 

部屋の觸び上び6ない。 

部屋が適用床面積より広すぎませんか。 


換気をしていませんか。 


床や壁の材質、または換気状態によっ 
て異なりまず。（床びじゅラたんの場合 
は湿度び上がりにくいことがあります。） 


においび出る。 

本体内側やフードやタンクがミちれてい 
たり、水びちくなったりしていませんか。 

本体内側やフードやタンクをお手入れ 
してください。 


異常報知について 


製品び異常のとをは安全装置びはたらきまず。 


症 状 

調べるところ（原因） 

直しかた 

湿度モニターの『乾燥』 

と『多湿』が同時に点 
滅している。 

タンクに4日ご政上の水を入れていませ 
んか。（ヴー S スタが異常過熱を検知 
しました。） 

常温の水をタンクに入れてください。 

湿度設定びでをない。 

設定湿度の『5日 J び点滅していませんか。 
(湿度センサーび故障しました。） 

お買上げの販売店か別紙のお客様相 
談窓□一覧にご連絡ください。 

設定湿度の『連続』び点滅していませ 
んか。（ヴーミスタが故障しました。） 











保管 


保管のしかた 


保管する場合は、1日ページ 日常の点検•手入れ をおこなってから、 
タンク巧の水、本体内部の水を排水して、陰乾ししてよく乾燥させて 
か5、高温多湿の場所をさけて保管してく ださし、。 

♦本体内部の排水は、トップパネル、タンク、フードを取りはずし、 
操作部側が必ず上になるよラに傾けて排水してください。 



仕様 


型 


式 

因 

名 

称 

THV-A40 

種 





類 

加熱超音波式 

使 



用 


水 

水道水 

製 

加 

湿 

有居 

力 

強約0.4 L/h ■ 弱約0.2 L/h 

品 

連 

続 

加 

湿時 

間 

約7.日〜2日時間 

能 

適 

用床 

面 

責の目 

安 

木造和室] Irrl(7 畳）プレ八ブ洋室18〇1 (1 1畳） 

力 

夕 

ン 


ク 容 

量 

約 3L 


動 湿 


度 調 

節 

あ 0 

擊 

1 

電 




源 

単ネ目1己 0V 50/60HZ 

定 


圆 


力 

100W 

性 

保 



置 

渴水時停止フ □— トスイッチ、転倒スイッチ 

電 


源 

B 


ド' 

約 1.4m 

が 


形 


ゴ 

法 

幅331.已X奥行 1 8己X高さ29已.巳 IM 

質 

量 

( 水 

を除< 

) 

約3.己 k 旨 

附 



属 


品 

アロマオイル、スポイト 


保証と アフター サー ビス 


♦この製品には保証書がついていまず。 

保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、所定事項の記入および記載内容をご確 
認のラえ、大切に保管してください。 

•保証期間はお買上げ曰か51年間です。 

なお、保誰期間中でち有料になることがありますので、保証書をよ<お読み<ださい。 

♦保話期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。 

修理によって機能び維持できる場创ま、お客様のご要望により修理いたします。費用など詳しいことは 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

当社は、販売店か5のを文によ0、補修用性能部品を販売店に供給します。 

消耗部品：振動子……寿命約8日日0時間 

♦加湿器の補修巧性自目部品の保有期間は、製造巧切後6年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


使用中に異常が生じたとさは、直ちに運乾を停止し、電源プ 
ラグを抜さ、お買上げの販売店に修理を依頼してください。 
アフターヴービスをお申しつけいただくとさは、ちのことを 
お知5せください。 


型 式…… THV - A 40 
故障状態……できるだけ詳しく 
ご氏名-ご住所*お電話番号 


•アフターヴービスについてご不明の場含、その他お困りの場合、お買上ばの販売店または別紙の L お客 


様ホ目談窓ロー覧^ にご相談ください。 

♦ご贈答、ご転居により、お買上げの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合は、別紙の 
客様相談察日一覧 1 にご相談ください。 
























《保証期間お買上げ曰より1年間お買上げ曰 


月 


曰 


年 


夕 

お客様 

ご住戸斤 
ご芳名 

干 TEL 

販売店 

1住所 
巧名 

干 TEL 

@ 

またはヴイン， 


( ※印欄に記入びない、あるいは購入-支仏いを詢明ずるちの、 
I びない場合はお効となりますから必ずご確認ください 。 J 

本保訪蜜は、本靈記載の巧曾で無料修理をおこなラことをお約 
束するをのです。 

株式会社 1-31-5 

〒4日 7-0855 名古屋市瑞稱区桃困町5番17号 TEL .052-822-1 144 


修理規定 


1. お買上げ曰から上記保証期間中に、取扱説明害、本 
体貼付ラベル等のミ主意に従った正常な使用状態で故 
障した場合には、本書記載内容にちとづさ、当社び 
無料修理いたします。 

2. 無料修理をお受けになる塌合は.本雷あるいは購入 
田-ち仏いを証明ずるちのをご提示のラえ、お買上 
げの販売店または当社にご巧頼 < ださし、。 

瓦ご乾居-ご贈答品等で、本當に記入してあるお買上 
げの販売店に修理びご依頼できない場合には、当社 
へお問い合わせください。 

4. 保証期間巧でを、巧のよラな場合には有料修理とな 
ります。 

イ.梅用上の誤りなびす当な修理や改造による故障及 
び損偏。 

□. お買上げ後の落下-転倒-衝擊-輸送等にぶる故 
障なび損傷。 

八.义が-地醒-水害-落雷-その他の天が地変、公 
害や異常聖圧などによる故障及び損傷。 

居室用加湿切が（例えば、湿室や業務巧の硬巧、 
車両-船舶への搭載）に使巧された墙合の故障及 
び損傷。 


ホ.本書の提示びない場合。 

へ.本書にお買上げ年月曰-お宮様名■販売店名の記 
入びない場合、または字句を害を曾えられた場合。 
通信販売等で購入され、それを記明する商品の送 
0巧-安仏明細害の提おがない場合。 

己.本害は曰本国内においてのみ有効です。 

日.本蕾は再発巧いたしませんので、紛失しないよラ大 
切に保管して < ださい。 

•この保記雷は、本雷に明おした期間、条件の下におい 
て無料修理をお約束するをのです。従ってこの保副書 
によってお客様の法律上の権利を制限するをのではあ 
0ませんので、保罰期間経過渡の修理等についで、ご 
不明な塌合は、お質上げの販売店又は当社にお問い合 
わせ <だごい。 

•巧証期間経過鞭の修理等について、詳し<は「保証と 
アフターサービス」の項をご廣ください。 


f 修理メモ 1 

年月曰 


修理内宮 


担当者 

ノ 


_お客様相談窓口 _ 

株式会社^3^= 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町已番] 7号 
干 4日 7— 08已已 TEL <052)822-1 144 
FAX く〇已2〉822-2742 


※別紙のお客様相談窓□一覧表を参照してください。 


r? 


==== 5持武をれトヨト5は快適巧话の一巧としてこの取扱説明需は再を巧を度用していまず。 








